
らポランテイア。それでも 17、

18日には各地からOBらが集ま

り、登山シーズンの準備をす

る。

(〕鴫E2壺重雲∋

おお、小屋酒場

金沢大 ワンダーフ ォーグル部

とOB会 が長年、金沢市の犀川

ダム奥にある署豊錦山(1445傷 )

で登山道を整備している。市の

助成金は打ち切られ、本年度か

高
二
郎
山
は
ホ
ン
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
や
紅
葉
が
楽
し

め
、
山
頂
付
近
は
県
自
然

環
境
保
全
地
域
の
特
別
地

区
。

「
日
帰
り
の
白
山
登

山
よ
り
厳
し
い
」
と
話
す

人
も
い
る
山
で
、
以
前
は

ワ
ン
グ
ル
部
の
新
人
生
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
に
使

っ
て
い

た
。毎

年
、
Ｏ
Ｂ
ら
は
五
月
、

現
役
部
員
は
九
月
に
山
に

入
り
、
登
山
道
の
木
や
草

を
刈
り
、
山
小
屋
を
整
備

し
て
い
た
。
そ
れ
で
も

一

時
、廃
道
同
然
に
な

っ
た
。

市
は

一
九
九
六
年
度
か

ら

ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の

整
備
委
託
と
し
て
年

二
十

万
１
三
十
万
円
を
助
成
。

こ
の
金
を
生
か
し
て
登
山

道
が
復
活
し
た
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し
か

¨

し
、
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し
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だ
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な
い
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大
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¨
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し
、
放
っ
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お
け
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¨

な
く
な
る
“
愛
着
が
あ
る

¨
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♪占小屋よいとこ 一度はおいで～

,画 は旨いヒ 自然はされいだ♪

‖

ヽ

15期 佐野 哲雄

私の一番好きな集合写真です。

先代のベルクハイムの前て、 66人が全員笑

顔だ。いい笑顔だ。

歓送 S46 11 21.36年 も前、とて

つもなく古い写真だ、不思議と隣の名前の表を

見なくても、次々と名前が出てくる。

当時、 4年生 (こ の年は 13期 )や院 2年生

(同 11期 )を送る登山が行なわれていた。恐

くも優 しくもある先輩、可愛い後輩、そして、

楽しくも頼もしい同期の仲間、ほぼ部員全員が

参カロする楽しい行事だった。

…と、音を懐かしむ為の文ではなく、与えら

れた命題は、B H への勧誘でしたね。

「こんな写真があったよねJと言えば、「そ

うそう、あんなのも有ったよね」という仲間が

チ

1
撫

■
浄

負
彙

１

一

いる。日に出さなくても、同じようにB H
の状況を感 じ取っている仲間がいる。なんと素

晴らしいことではないか。

そんな仲間と一緒においしい時間を共にしま

しょうB H で。
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◎メンバー表と行動予定

(ナカォの 5月 例会山行も同時に実施 )

新顧間 竹内義晴  竹内カー

6期 小川修司  小りIカ ー

8期 篠島益夫  月り11ヵ ―

15期 間所新一  間所カー

15期 間所美智代 問所カー

12期 野村益己  長岡カー

6期 合津尚   長岡カー

11期 長岡工利  長岡カー

13期 辰野隆義  辰野カー

13期 吉本良治  辰野カー

13期 大島良治  辰野カー

15期 上馬康生  上馬カー

15期 佐野哲雄  奥名カー

16期 1り‖隆次  中野カー

16期 中野淳一  中野カー

15期 奥名正啓  奥名カー

15期 舟田節子  長岡カー

2007

ナカォ佐々木 (女 )

寺西  (女 )

ナカオ男 4

埴
「

の 山 /」 屋ヽ 酒 場
5月 12日 (土)～ 13日 (日 )

佐々木カー

佐々木カー

12日  (■)                     13日  (日 )

ダム発                ダム着
6時発 高二郎登頂  宿泊      11時
8時発        宿泊      11時
8時発        宿泊      11時
8時発 ダム直行   宿泊      11時
8時発 ダム直行   宿泊      11時
6時発 高二郎登頂  宿泊      11時
6時発 高二郎登頂  宿泊      11時
6時発 高二郎登頂  宿泊      11時
8時発        宿泊      11時
8時発        宿泊      11時
8時発         日帰り(奥名カー)

`嬌
維 高二郎登頂  宿泊      11時

8時発        宿泊      11時
8時発        宿泊      11時
8時発        日帰り(中野カー)

8時発         日帰り(奥名カー)

6時発 高二郎登頂  宿泊      11時

6時発 高二郎登頂 日帰り鮭 々木カー)

6時発 高二郎登頂 日帰り佐 々木カー)

車

《山下さんに舟を手配してもらう。これはダム8
時発組》

6期小川 船頭さん 8期篠島

15期間所        15期 奥名

5時ダム発  高二郎登頂

《高二郎登頂組 (撮影 :15期ナカォ 舟田ジ
竹内新顧間   11期長岡

ナカオ 12期   6期  ナカォ 15期
佐々木 野村  合津 寺西  上馬

`′



昼頃登り着いた高三郎の山頂では、本々の芽
生えの彼方に残雷の自山。時折濃くなる絹雲の
下に遥かに望むJヒアルプスは、淡くかすみつつ

も自馬から穂高までの一望.下山は、途中から
新道尾根へ。すっきりと立つ新緑のプナが見事
でした。 (長岡)

《新道整備をやってくれたナカオの面々.長岡

さん差し入れのスイカで供応。》

着々と仕上がってぃく トィレ

13期大島  13期辰野  13期吉本

さて、たどりついた BHでは、小屋の補修 (

特に戸と水洗 トイレ)と水場確保に大わらわの
時間帯でした。のんびり山頂往復が申し訳ない
ような。 (長岡)

16期中野 r3f,E* lssEtr

52

6期小川 16期北川 15期佐野 田村教祖
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― 黎響蓼■ヽ■事           d
12期野村     6期 小川  竹内新顧問

16期北川 8期篠島 6期合津

15期佐野         15期 上馬

メールから  8期  篠島 益夫

奥名さん 当日は朝の集合からお手数をかけま

した。忙しい昼 (?)だけの付き合いて残念で

したが。

問所夫妻 美智代さんには、料理、掃除、片付

けなどで、初めての参加で勝手が判らない内か

ら活躍頂き、有難う御座います。お疲れがでま

せんように、これに懲りず、参加して下さい。

舟田さん 酒場の段取り準備カラ山のガイ ドか

ら、相変わらず皆でお世話を掛けました。いつ

もながら有難う御座います。ナカオメンバーの

立ち寄り、交流も良い刺激になりました。

長岡さん 地学的ア ドバイス、専門領域からの

疑問解決等、知恵を有難う。てんぶらも相変わ

らず上手ですね。美味かった。

野村さん 高二郎登山、自由展望、ベルクハイ

ム宿泊、山菜料理壊能など、永年の夢が全部実

現出来たようでよかつたですね。これからも継

続参加を期待します。

16  15  16   13

北川 佐野 中野 大島

11  ナ   ナ 12 15
長岡 佐々木 寺西 野村 舟田15 13 15

周所 吉本 同所

1563 顧問 613
奥名 小川 田村  竹内  合津 辰野

15

上 馬

15期 舟田

15期 間所 新―

遅くなりましたが、小屋酒場の写真を送ります

。楽しい二日間でした。お世話下さったみなさ

ん、ありがとうございました。

,メ

:

1

|
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16期 北川 隆次

◎小屋酒場の記憶

私が参加させていただくょぅになって何年が

経つでしょう、そしてきっかけが何であったの

か、もう記憶が定かではありませんが、ここ数

年、ベルクハイムに行くことを愉しみにしてい

る自分がいるように思います。そのことを少し

だけしたためようと思います。

私自身は 16期であり、昭和 49年のオイル

ショックが起きる夏に、現在の明るい山小屋ヘ

の改修計画を実行 した代にあたります。この改

修計画費用は当時で 60万円ほどで、当時の0
B各位の寄付に依存したのは言うまでもないこ

とです.

改修作業は、現役部員全員と 15期の一部の

OBの方で進められています.詳しいことは、

2005年の
″
やまざと

ル
の中で現OB会長の栂氏

による寄稿を参照下さい。私の記憶で鮮明なの

は、オロロを避けて早朝から資材を搬入したが

、それでもオロロにかまれたこと。署さとオロ

ロを避けるタメコンクリート堰堤の深い淵で泳

いて気持ちがよかったこと、同期で一人だけ怪

我をするやら盲腸になるやらと災難を背負つて

くれた者がいたこと、作業はきつかったはずな

のに、そんな些細なことしか出てきません。

話は変わって、倉谷の風景の移り変わりが著

しいことに驚きます。私達が学生の頃との風景

とはいくつか違いがあります。

その 1…吊橋を渡ると村の古びた廃屋があり

石碑が威厳をもって立っていたこと。

今は廃屋はなく、石碑も倒壊しています。

その2-ベルクハイムヘの登リロの少し手前

には砂地の広場があり、流木に火をつけ、多

人数で大きな円陣を作 り歌を歌えたこと。

今は川筋が大きく変化しています。

それらが大きく変化したところでしょぅか.

変わらないのは、ダムから二つ日の切れ込みを

過ぎたぶな林区間、ここは変わらぬ “静けさ"

をたたえたままです。それと川原からベルクハ

イムまでの急登でしようか。毎度のごとく
゛
こ

こを登れば"と いう気持ちになります。

◎小屋作業のことなど

13期の大島さん 辰野さん 吉本さん 吉

《水位観測所付近はまもなく、水没の運命》

田さんの長年の尽力と、現役部員の資材搬入支

援、それと舟田さんの食事メニューのおかげで

、今年の秋は、ついに仕事らしきは、ベルクハ

イム登リロの草刈りとステップ補修程度で済み

ました。来春はベンチ作ろうか、いやもつと周

りの景観が見えるように、あたりの木立を切ろ

うかと、より小屋の生活を楽しむ作業に切り替

えです。

◎ダムサイ トのことなど

この秋は 11期加藤夫妻の同行もあり、写真

を撮りながら、花の解説を受けながら、そして

アケビを食べながら、行きは 2時間、帰りは 2

時間半かけてダムサイ トを歩きました。現役の

頃はダムに着くと、あと一時間ちょっとだと一

安心して先を急ぐ道のりであり、最近は小屋修

復作業に時間を割くため、ひたすら先を急ぐ道

のりでした。きっと来春 5月 ものんびりと若葉

KE+ttTreo^;|,F" 15mも のも一。》



色を楽しみながら歩けるはずです。

◎小屋の泊りのことなど

今回 囲炉裏を本格的に使いました。暗闇に

上がる炎を見ているのもよいですが、一番よい

のは、夕食の時にカメムシの混入をまったく気

にしないですむことでした。いつもなら、家に

帰ってシュラフを手入れうるとカメムシ臭がす

るのですが、今回はそれがな <、 煙の臭いがか

すかにするだけでした。

◎皆様ヘ

ここ数年はベルクハイムが旬なのです。倉谷

で釣り糸をたれるのもよし、高二郎へ登のもよ

し、ベルクハイムでビールを飲むもよし。

卒業されてから一度も寄る機会に恵まれなか

つた人ほど、今度一緒に行ってみませんか。

6期 合津 尚

55周年が何時か、あと何年後か ?それまで

元気でいられるかは不明なれども、提案をしま

す。

(飯場おばさんの注 :来年は創部 50周年で

す。創建 33年になる山小屋がその来年はと

もかく、せいぜい持って 55周年までかも…

の話が出たため、 55周年という数字になっ

て話が始まっているのです。 )

先ずは、何をさておき来年の春の山小屋に参

加しよう 1

そこでやる気になつたら、小屋の延命策を検

討しよう。最近我が家も30数年使った家をリ

フォームしたばかりで、これが終の棲家となる

でしょう。

小屋も段階的に改良・修格作業をやれば、費

用も労力も分散される。そろそろ、金はあるけ

れど閉もある人、関だけある人等などが輩出さ

れる時期と思う。そこで年度単位のメンテナン

ス計画をたてるとか、担当を決めるとか、次回

小屋酒場で議論しよう。

いろいろな分野で仕事をしたり、趣味があっ

たり、人材と知識には不足はないはずでしょう

《吊橋も健在.クルミ、アケビ、差し入れして

もらったモタセなど、もう秋の実りが一杯》

。当方も橋のメンテナンスの会社に籍を置いて

いますので何か役に立つかも.

それから55周年とかの記念事業では、山小

屋維持費を寄付して貫うとかすれば、それ以後

の老後の介護資金にもなるでしょう.

結論 :来年の山小屋酒場に参加して、そこで

考えよう !

2007
秋 の LL′ J｀ 屋 ,自 場

10月 13日 (土)～ 14日 (日 )

◎メンバー

11期加藤忠好・智美 il期小山清 13期展野隆義

13期吉本良治 15期舟田節子 16期北川隆次

t旧工学部は今、金大付属高校の仮校合になって

いる。見送りに来て下さつた井上さん。》

15  16    11   13    1,   11   11

舟田 北川 加藤 吉本  井上 加藤 小山

"



11期 加藤 忠好

今年就職した娘が 「幸せのちからJと いうDやつ レンタルを借りてきた。いかにもアメリカ映画だ。

英語のタイ トルが Pursuit Of happine3sではなく the puぉ lut of happynes3と なっている。映画の最

初のシーン、主人公が ドアに書かれた綴りの間違いを指摘するが、指摘された方がヒスパニック系で英

語がわからないという仕掛けがある。この間違いは何を意味するのか、私にはわからない。いつか英語

で飯を食ってきた井上さんにおしえてもらうことにしよう。映画の筋書きはこうだ。数学的素養がある

らしいが経済的に窮乏している男の物語である。妻に逃げられても息子を手放さないで頑張つている。
いつかは幸福になると信じて努力する。努力してもさらに状況は悪化していくが、最後にその努力が報
わオしるというものだ。Ptusuit Of happinessは 合衆国独立宣吉に出てくる言葉である。独立宣言の存在
は知つていたが、内容については記憶がない。「自由」「平等J「幸福の追求Jを天賦の人権としている

らしい。第 3代大統領となるジェファーソンが起草したものであるが、「幸福Jを彼はなぜ与えられる

権利でなく、追求する権利としたのだろうか。このことがこの物語の伏線であるようだ。

眼を転じて日本.山紫水明の国といわれてきた.ど こにでも豊かな緑が続き、清らかな水が流れてい

た。まさに天賦の自然であった。現代の日本人はどうか。都市生活者のほとんどは、山紫水明は死語に

近いものとして諦めている。いや、諦めているのではなく希求しないだけである。

今年の暑い時期だったと思う。小屋酒場の案内が屈いた。毎年案内は来るがイ子つたことはない。だい

たい私は下戸である。学生時代は追い日1し 登山に毎年参加していた.が 酒を飲むのは好きでなかった。
その頃は、レッドは学生でも手の届く高級酒だったらせ́く、これをアルミの食器で飲むのた 付き合い

だから、底から 5m mの深さぐらいついでもらい、それをチゴリチ■り時「rlを かけて飲むことでごまか

していた.せっかく山小屋に行っても春兵衛の愚痴なぞ聞きたくない.そ んな場面では紫煙が幅を利か

す′)が 1,場だ。長い‖]そのような幻想から小屋行きを避けていた.

Щ 子WV創立 45月年記念行事以降 OB会近畿支部が発足した。これも篠島さんのお陰というか執念

といつか ほぼ毎月に近い形で●
・会がある.学生時代の活動とは趣が違い、私のようなメタボ症候群で

も参加できるような計画を立ててくれるのがあり難い.特に kく 集まるのが、正月前後の会と秋のサン
マ′`―ティである.秋の会には、奥名さんや舟田さん等が金沢からよく参カロされる。そういうこともあ

り、その返ネLと して今年、おそるおそる山小屋酒場を覗くことにした。ついでにと金沢近辺在住で同期
の小山さんや井上さんを誘ったが、小山さんが 緒に参カロしてくれることになった。
バスが遅れ、集合地に旧工学部前に行くと今回の参力‖者が待つていてくれた。井上さんが、慶事の当

日であるにも拘わらず見送りに来てくれた。犀川ダムまでは、快適なドライプである。駒帰のバス停か

ら歩いた昔が懐かしい。が、ダムまでの 2時間の歩きは今ではもう出来そうにない。ダムからブッシュ

の中を歩くつもりでいたが、ミブンバとツリフネソウの見事なお花畑であつた。今年は、アケビが豊作。
しかも、きれいな薄紫をしている。バナナのように口に含む。アイスクリンのような食感が日の中に拡
がる。■い汁をクチュクチュやって、唇を細めて種を思い切り遠くまで吐き出す。なんともいえない快

感だ。そんなことをしながらダム湖の入り江を過ぎ、吊り橋を渡ると倉谷だ。水が透きとおるようにき
れいた いつの時代にまでタイムスリップしているのだ。ここは見渡す限り山紫水 1/1の世界なのだ。そ
の中で、小屋に水を引き、小屋の前の草を刈 り、小屋の掃除をし、小屋の手入れをする。小屋の前には

胡桃の本がある。実がいっぱい落ちているので拾って洗う。

小屋酒場という語感から勘違いしていたのだが、山小屋で飲んだくれるのではなく、自然の中での作
業を楽しむのが主目的であるようだ。今回のように辰野、吉本、北川さんなどの金沢在住の有志が丁寧
な維持管理の仕事をしてくれているからこそ、快適な小屋生活が 14f能なの鳥 床板もベニやではなく単

板だ。だから、実に感触がいい。舟田さんは相変わらず凝り性だ。今回も「力1賀御前Jと称して色々な
加賀野菜を使った料理を準備してくれた。自山堅豆腐の朴葉味晴焼き、加贅蓮根の蓮蒸し、もたせ入り芋煮、む
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かご入り菓職 。それを山小屋でするのだからすごい。特に、蓮蒸しがうまかった。お茶会もあつた。清冽
な谷の水を使う贅沢がどこにあろう力、

今回の月ヽ屋作業は燻しだとのこと.谷の流木を集め囲炉裏で燃やした。猛烈な煙だ。小屋だけではな
く、人間も燻される。昭和 43年の正月にどか雪が降った。剣岳に入つていた金大山岳部が遭難した。
連日の報道の中で、我が KtWは その救援活動をしていた。宿舎は早月川最奥の伊折。自分たちの食
料も慎ましかったが、暖とぃぇば囲炉裏の火だけであった。夜は燻され、昼は吹雪の中を馬場島までボ
ッカ作業に明け暮れた。燻されながら、ふっと、そのことを思い出した。家に帰ってからもザックに,さ

みついた臭いが取れない。今回もそうだ。体や頭についた臭いは、帰りに立ち寄った曲水温泉ですっか
り洗い流したが、ザックに泌みついた臭いはとれない。懐かしいが困る臭いでもある。しかし、それは
山紫水明の地にいた証でもある。「山紫水明」は死語ではない。今もベルクハイムに還づいている。希
求すればいつでも手に入る。幸福はやってくるのでなく、求めるものであるのと同様にである。
先日ザックを嗅いで見たが、7きみついていた煙の臭いはいつの間にかすっかり抜けていた。いつの日

にかまた、我がベルクハイムを訪れることにしよう。誰かを誘つて。緑豊かで、清冽な水が流れ、学生
時代の気分にぶっと戻られる空間を 。・・・

《昼の膳 明石サンマバーティー残 りのそうめん (元は4期下出さんのさしいれ )

倉谷産ミョウガ、子持ち鮎甘露煮 自山堅豆腐の朴葉味嗜焼きなど。

山小屋には炊事具一式の他、食器も 12人分が常備されています。》

，
　
　
ヽ

《本場クサヤを焼き、加藤家隣の庭

からのスタチをかける贅沢な朝食》

《背後には小屋いぶしの煙が―.

手前は新設した流し鴫のベンチ》
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平成 20年春の小屋酒場
平成 20年 6月 17‐ 18日

両日とも晴れ

6月 初めの頃に夏を感じさせる程暑いと感 じる日が続いた後、一転して家の中でもフリースを着たく

なるくらい寒く冬に戻つてしまつた。倉谷もさぞかし寒いだろうと予想 して当日 17日 を迎えた。倉J部

50周年を祝 うかのように天気予報は晴れを予想 し、かつ気温もほぼ平年並みの爽やかな初夏に戻つてい

た。

各地からそして久しぶりに会う面々は山形・千葉・埼玉 東京・滋賀・兵庫そして地元と今回は東日

本からの参加者が日立ち、いつものメンバーとは少し違って年齢の割には新鮮な顔ぶれとなつた。今回

のお誘い文「すでに築後 35年、補修にも限りがあります。いつまでもあるわけではないのです。Jの
一言が響いたのかもしれない。

例年よりもちよつとばかり季節は先へと進み、犀リダムの水

位も幾分低い。春はこの水位のおかげで倉谷まではボー トであ

つという間に入つてしまう。資材も人間も楽々行けるのがこの     ´

季節の第一の魅力である。新緑の中に平地ではキリの花が、ダ

ム湖をめぐる山々にはフジの花、道のわきにはムラサキサギゴ

ケ、ヒメシャガといった上品な紫色の花が多い。

Berghellnま での道は来るたびに様子が違つている。崩れて     ■1

しまった場所もあれば、次来た時は崩れてしまつているのでは   ‐.1

ないかと危ぶまれる個所、流されてきた石で埋まつてしまった

場所。それでもこの付近を訪れる人々により道はしっかりとしている。

先発商二郎登頂組 6人は 6時にダムを出発し12時少し前に頂上に全員登頂。

後発小屋作業組 9人は 8時にダムを出発し資材を担いで 9時に全員山4渥着。

山小屋の豊リロに毎年テントを張つているKさん今年も健在。前を通るたびに「一杯やつていけ」「こ

れを持つて行け」と声をかけてくる。日村さんと気があつてよく話し込んでいたが今年は来られないと

知つて残念がつていた。

Kさんからのいただきもの…サッポロピール (株主なのではかの銘柄は飲まない)、 ウド、カタハ、

ススダケ、20cm以 上あるイフナ (ス ミ、串つき)

小屋作業組は到着して休む間もなく、内部の掃除・水確保のため取水日の整備・石段整備・山菜採り・

流しの周りのタイル張り 夕飯の準備と盛りだくさん。春先小屋の内部は床に一面白い斑点模様がつい

ている。ヘビの糞か鳥の糞かそれとも他のものか。白い斑点は 2種類あるようにも 1種類だけのように

も見える。おそらくは鳥の糞ではなかろうかとの上馬研究員の見解。それも見る見るうちに取り除かれ

てきれいな床に変身する。お昼には差し入れのウドンをいただく。

石段の整備はなかなかの重労働である。河原から平面的な

石を運びあげ、それを埋める適当な穴を掘り安定するように

調整しなければならない。素人の俄か作業にしては出来栄え

はまずまずだが、雨が降るとどうなるかかなり心配ではある。

流 し場の周りは凝 り性な人たちが主体となってタイルを

張つていく。このタイルの下に水はけを良くするために砂を

敷く。もちろんこの砂は河原から運び上げなければならない。

この運搬がまた重労働で、上つてくる途中で一部を捨てた人

もいるほどなのだ。そんな苦労をしてもいざそれをあけてみ

ると余りの少なさに愕然とする。タイル自体もかなり重いの

だが、そのされいに見えるタイル張りの下には多くの人の苦労が隠れているのだ。

卵
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夕飯の食材となる山菜採りは自動的にイリ|さ んの役日となる。4ヽ屋のすぐ後ろはフラビ畑、探すまで
もなくニョキニョキと背丈も高く太めのやつがいくらでもある。だからと言つてひねているわけでなく
やわらかく上等なものである。さらに奥にはこれまた上等なススダケがとれる。しかしこちらはやや季
節遅れで伸びすぎてやや硬いところが多い。倉谷川沿いではカタハ、ウド、フサビなども獲礼 コゴミ
は化けてしまって見送る。どれもこれもこのあたりに生えているものは皆太く大きいものばかり。普段
食べているものがみすばらしく思える。

高二郎登頂組は予定では 4時に小屋に戻つてくることになっている。6分と違わず到着。故障もなく
全員登頂を果たし無事戻つてきた。皆さんたいしたものだと敬服する。

下の Kさんからいただいたイフナは吉村さんが捌く。慎れた手
つきできれいに内臓を取り出し、さらに胃袋の中を洗い流丸 丸
のみしたようなカフグラが 3匹そのままの形で出てきた。一緒に
もらつたスミを熾してしわじわとあぶる。2匹では喧嘩になると
いけないというのでイフナの骨酒にする。裏山で採ったススダケ
を一緒に焼 く。食
べるだけでなく芳

ば しい香 りもまた

楽しめる。

山の幸を主とした夕飯はもちろん大変なごちそうだが、
何といってもビールが最高にうまい。普段それほど飲ま
ない人にも倉谷の自然の中で仲間たちと飲むビールは格
別な味わいにちがいない。素敵なひと時をありがとうご
ざレヽま九

5期 稲葉正己
活用

6期 合津 尚
6期 小川修司
6期 池田 進
7期 吉村弘二

9期 山中重夫
13期 辰野隆義
13期 吉田穂積
13期 三尾秋子
15期 上馬康生
15期 奥名正啓
15期 間所新一

15期 間所美智代
15期 舟田節子
16期 北川隆次

資材運び、砂運びと大革輪の

今生の別れはまだまだのようです
今回は関西代表 山菜ばかりでなく流し台作りに精魂を込める
遥々山形米沢から来沢 高二郎と山小屋と仲間を楽しむ
遥々千葉から来沢 イワナの捌きは見事
関東を盛り上げるキーマン スキーも高二郎にも積極的
初代オヤジ ベルクハイムが残っているのはこの人のおかげ
2代ロオヤジ 体全体からあふれる優しさ 緻密な作業
中退するも山小屋が忘れられず埼玉より来沢
自山を隅々まで知る男 山小屋最多利用者のひとり
最近はいつも日帰り参加 今回はゆつくリー泊 最も気の利かないひとり
近江八幡より来沢 夫婦同伴はすてきだ
東京町田より来沢 小屋作業組の賄いを命じられる
初代山イ遅 のオバハン 交代は当分望めそうもない 殿堂入りを狙う
3代 ロオヤジを襲名 名実ともに頼れるが後に続くものが課題

Berghe血 いつまでもあると思 うな !

でもいつでもあなたを待つているよ !
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女えのコトバ、信ずるべからず…

7期 吉村 弘二

2008年 5月 17,18日 の春の山小屋酒場に参加させていただきありがとうございました。

卒業以来、登山らしい登山をやつたのは 40年ぶりで、舟田さんのネットに心が躍 り、電話で

登山を申し込んだ時も登りだしたときも、高二郎頂上まで 5時間近くもかかるとは、まつた

く予想もしてお りませんでした。

特に旧道 との合流点手の急な登 りは「(こ の急坂は)あ と百歩よ。」という女史の言葉を信 じ

て、歩数を数えながら半分遺つて登 りましたが、私の歩幅が狭いにしろ確か二百歩はありま

した (女史の言葉を半分信 じてなかったんだ)。

さらに、頂上の雪渓で飯を食い 「きて下りは 1時間半かな ?」 と思いきや 3時間以上もか

かり、登りよりきつく、腿、ふくらはぎ、膝… 足全体ががくがくで昨日21日 まで座った姿

勢から立ち上がるまで両手と「よいしょ !」 の掛け声が欠かせませんでした。

しかし、新緑、しゃくなげをはじめいろんな花と頬をなでる風、夜の一杯はさらによかつた。

舟田さん,上馬さんをはじめ、準備、設営をしてくださつた皆さん。本当にありがとう !

これからもぜひ参加させてください。

ツ,vケマ,“…

13期の吉田穂積です。

初代「山小屋のオヤジ」の13期辰野隆義さんの東京転動にともなつて31き継ぎ

ましたよ 次期は16期北川隆次さんにやつて頂けることになりましたので、

お知らせします。 16期は現在の」J小屋建設の中出になつた人達です。
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